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教育・研究業績書              
診療科名  
日光医療センター外科 
＜教員の紹介＞ 

准 教 授  宮 地 和 人 

 

 

 

Ⅰ 教 育 活 動                                                         

    教育実践上の主な業績    年 月            概     要 

① 教育内容 ・ 方法の工夫 （授業評価を含む）                                           

1. 学生にたいする系統講義 

 

 

 

 

 

2. OSCEの実施に関して 

 

 

3. OSCEの腹部診察の講義 

2004年 5月～ 

 

 

 

 

 

2004年 5月～ 

 

 

2009年 1月～ 

第3学年の外科系統講義中の急性腹症について講

義をおこなった。講義は実際の症例の写真を用い

て、臨床医学への興味を持ってもらえるように配

慮している。また、第 6学年の国家試験に対する

知識の再確認のための必修対策に対しての講義

を行った。 

OSCE実行委員として OSCE の運営にかかわってい

る。OSCE評価者や学生の誘導・監視などを担当し

ている。 

OSCEの腹部診察項目中の直腸診について、スライ

ドによる講義と肛門診モデルを用いて、直腸診の

シュミレーションを指導した。 

 

② 作成した教科書、教材、参考書  

「急性腹症」講義の教材 

 

「基礎医学」講義の教材 

2004年 5月～ 

 

2004年 9月～ 

急性腹症の講義内容をまとめた参考資料を作成

し授業時に配布 

第6学年の知識の総まとめとしての講義で注射や

処置などに必要な知識をまとめた講義資料を配

布 

 

③ 教育方法・教育実践に関する発表、講演・その他教育活動上特記すべき事項 

CBT問題の作成 

 

 

 

 

 問題作成時の要点についての講習を受けると共

に、CBT問題のブラッシュアップに加わった。 
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教育・研究業績書         
診療科名 

日光医療センター外科 

職名 

准教授 

氏名 
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大学院の研究指導担当資格  有 

Ⅱ 学会等および社会における主な活動                                           

1981年 8月 

1981年 9月 

1981年 5月 

1982年 5月 

1983年 5月 

1983年 5月 

1995年 3月 

1996年 

 

1997年 10月 

2000年 9月 

2003年 9月 

2004年 1月 

2004年 1月 

2004年 9月 

2005年 1月 

 

 

 

 

日本外科学会      正会員 

日本消化器病学会       正会員 

日本消化器外科学会   正会員 

日本消化器内視鏡学会  正会員 

日本消化器集団検診学会 正会員 

日本癌治療学会     正会員 

日本消化器癌発生学会  正会員 

International Sosiety of Surgery 

万国外科学会       会員 

日本胃癌学会      正会員 

日本大腸肛門病学会   正会員 

日本消化器癌発生学会 評議員 

日本消化器病学会   評議員 

日本内視鏡外科学会   正会員 

日本乳癌学会      正会員 

日本消化管学会     正会員 

 

 

 

Ⅲ 研究活動                                                                

【学位論文】 
 

【著 書】 
 

【原 著】 
欧文 

1．Ohkawa T, Miyachi K：Plasma endostatin levels are elevated in patients with gastric carcinoma. Dokkyo J 

Med Sci 33：43-54, 2006. 

2. KatsumataDaisuke, FukuiHirokazu, SasakiKinro, MiyachiKazuhito： Selection of Postoperative Systemic 

Chemotherapy for Advanced Gastric Cancer Patients with Hepatic Metastasis Using the Histoculture Drug 

Response Assay Dokkyo J Med Sci 35：13-17, 2008. 

 

【症例報告】  
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和文 

1. 勝又大輔, 佐々木欣郎, 宮地和人, 城島輝雄, 円谷美也子, 小野寺真一, 下田渉, 依田紀仁, 大川哲弥, 小鷹紀子, 金

子広美, 砂川正勝：胃癌の多発性肝転移にTS-1 内服とMMC静注が著効した 1 例 癌と化学療法 31：1083-1085, 

2004. 

2．下田 渉, 中村哲也, 白川勝朗, 萩原信悟, 勝又大輔, 山本浩史, 小林謙之, 宮地和人, 市川一仁, 本間浩一, 藤盛孝

博, 菅谷 仁, 平石秀幸, 砂川正勝, 寺野 彰：ダブルバルーン内視鏡により術前診断が可能であった空腸GISTの 1

例．胃と腸 40：1559-1566, 2005. 

3. 里村仁志, 佐々木欣郎,深町伸,萩原信悟,円谷美也子,田口泰三,依田紀仁,宮地和人,砂川正勝,市川一仁：内視鏡的に切

除し得た巨大過形成性ポリープの 1 例 Gastroenterological Endoscopy50 : 1592-1596, 2008. 

 

【総 説】 
和文 

1．宮地和人,佐々木欣郎, 依田紀仁, 大川哲弥, 砂川正勝：残胃組織におけるCOX-2 mRNAの発現とH.pylori感染との

関連．消化器科 41：482-489, 2005. 

2. 百目木泰, 村上康二,山崎英玲奈,北島一宏,宮地和人,佐々木欣郎,下田 貢,降旗 正,窪田敬一,砂川正勝：胃・小

腸・GISTにおけるPET/CTの有用性 Graphic Medical magazine Mebio 24:60－68,2007. 

3. 百目木泰, 村上康二,萩原信悟,山崎英玲奈,北島一宏,椿 昌裕,宮地和人,佐々木欣郎,砂川正勝：PETと消化管診断 

臨床放射線 52:1351－1361, 2007. 

4. 百目木泰, 村上康二, 山崎英玲奈, 北島一宏, 岸本グスタボ, 宮地和人, 佐々木欣郎, 砂川正勝：食道疾患の臨床 

update】 食道癌 PETの意義 臨床消化器内科 23：1005-1012, 2008. 

 

【そ の 他】 
和文 

1. 宮地和人：私の麻酔法：外科病棟での術後疼痛に対する対応の実際－多くの問題点と反省点が山積み－. Anet 8: 

14-15, 2004. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


